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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館（弁天２-１-５），港区民センター（弁天２-１‐５），港近隣センター（八幡屋１-４-２０），港区老人福祉セン
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１-１２６），ほのぼの休憩所（八幡屋商店街内），石炭倉庫（波除６-５-１８），シネ･ヌーヴォ（西区九条１-２０-２４），

韋駄天尊（繁栄商店街内），珈琲館隠岐（磯路３-２５-６），港カギ防犯センター（港晴 1-4-8,磯路 2-11-3） 
 

 

 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★曇り空を吹き飛ばした「港区民まつり」（１

頁）。出番待ち老若男女が冗談とばし合う姿や、

家族が和やかに飲食する光景からは、地域コ

ミュニケーション醸成に果たすこの区最大行

事の役割が改めて感じられました。来年の更

なる進化のためにと参加者や裏方の声も取材

してますので、長いけど最後まで読んでね！ 

★とはいえ、市・府・国レベルでは心配事がわ

んさか。それを庶民の立場でとりあげ警鐘を

発した「叫んでいいとも！」二題（８、９頁）。同

じく庶民の立場から社会保障全般に目を向け、

実に詳しくハイレベルな検証と要求をぶつけ

た「区役所キャラバン」（１０頁）。難しいと敬遠し

がちな分野ですが、感謝と共にぜひ一読を。 

★「難しい」といえば下水処理の仕組みもその

一つ。でも市岡処理場「一般公開」（１２頁）はそ

んな躊躇に優しく面白く応えてくれました。橋

下市政で維持管理が民間委託され、そこへ派

遣される形になった職員さんですが、そんな

仕打ちにめげず市民のために働く姿を、それ

に負けんぐらい懇切丁寧に紹介しました。 

★で、他にも懇切丁寧に紹介したい行事は山

ほどあれど、何せイベントラッシュの十月。全部

載せたら印刷代（大半はインク代）で大赤字必

至。と、誠にせこい了見で申し訳ありませんが、

一部は次号回しということでご勘弁を。 
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